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平成２０年２月期 業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 
  平成２０年２月期（平成１９年３月１日～平成２０年２月２９日）の業績予想につきまして、 
  平成１９年４月１６日の決算発表時に公表した業績予想を、下記のとおり修正いたします。 
 

記 
 
１．平成２０年２月期中間期連結業績予想数値の修正（平成１９年３月１日～平成１９年８月３１日） 

                                （単位：百万円、％） 

 営業収益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 168,000 2,700 1,100 

今回修正予想（Ｂ） 162,000 1,650 750 

増減額（Ｂ－Ａ）     △    6,000    △  1,050      △    350 

増減率（％）      △       3.5      △    38.8      △    31.8 

前期実績 
（平成 19年 2月期中間期） 

165,609 2,225 1,116 

 
２．平成２０年２月期中間期個別業績予想数値の修正（平成１９年３月１日～平成１９年８月３１日） 

                                （単位：百万円、％） 

 営業収益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 160,000 2,500 1,000 

今回修正予想（Ｂ） 154,600 1,400 600 

増減額（Ｂ－Ａ）     △    5,400    △  1,100      △    400 

増減率（％）    △       3.3      △    44.0      △    40.0 

前期実績 
（平成 19年 2月期中間期） 

159,388 1,690 811 

 
 



３．平成２０年２月期通期連結業績予想数値の修正（平成１９年３月１日～平成２０年２月２９日） 
                                 （単位：百万円、％） 

 営業収益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 334,000 6,600 3,100 

今回修正予想（Ｂ） 324,000 5,650 2,750 

増減額（Ｂ－Ａ）      △   10,000    △   950      △    350 

増減率（％）      △       2.9      △    14.3       △    11.2 

前期実績 
（平成 19年 2月期） 

326,944 4,821 2,105 

 
４．平成２０年２月期通期個別業績予想数値の修正（平成１９年３月１日～平成２０年２月２９日） 
                                 （単位：百万円、％） 

 営業収益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 318,000 6,000 2,700 

今回修正予想（Ｂ） 309,000 5,000 2,300 

増減額（Ｂ－Ａ）      △    9,000      △    1,000      △    400 

増減率（％）      △       2.8      △     16.6  △     14.8 

前期実績 
（平成 19年 2月期） 

314,687 4,148 1,786 

 
５．修正の理由 
 
 中間期の営業収益につきましては、競合激化や天候不順などによる売上高の前年割れが大きく影響し、

当初の計画を下回る見込みとなりました。 
 経常利益及び当期純利益につきましては、売上総利益率の改善を図るとともに、人件費及び水道光熱

費をはじめとする諸経費の削減と効率化に取り組みましたが、営業収益の未達成による影響額を吸収す

るには至らず、当初の計画を下回る見込みとなりました。 
通期の業績予想につきましては、営業収益ではスクラップアンドビルドの一環として不採算店舗２店

舗（「フジグラン西条駅前」、「ヴェスタ高屋店」）の閉店と、ショッピングセンター改装に伴う一時休業

１店舗（「フジグラン小野田」）を見込みます。 
一方、利益面では、在庫管理の徹底等による売上総利益率の改善や、人件費、販促費をはじめとする

諸経費の削減を図りますが、中間期の不足額を補うには至らず、結果として前回予想を下回る見込みと

なります。 
 

以 上 
 
（注） 上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績は今後の経済情勢等、様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 


